
　

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）の
評

価
額
は
、「
固
定
資
産
評
価
基
準

（
総
務
省
告
示
）」
に
基
づ
き
、
3

年
ご
と
に
見
直
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
は
、
そ
の
基
準
年
度
で

す
。
平
成
28
・
29
年
度
も
、
原
則
、

平
成
27
年
度
は

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

　ご自身の土地・家屋の評価額が、市内のほかの土地・家屋と比較し
て適正であることを確かめたいときや、借りている土地・家屋の税額
を知りたいときなどに、関係帳簿などを確認できる制度があります。

縦覧 ・ 閲覧
の種類

土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧

固定資産課税台帳の閲覧

縦覧・閲覧

期間

4 月 1 日（水）～ 6 月 1 日（月）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※土曜・日曜・祝日を除く

1 年を通じて閲覧および証明書の取
得ができます（開庁時のみ）。
※左記縦覧期間中のみ、資料として 
　課税台帳の写しを実費で交付
※新年度分は、当該年度の 4月 1日 
　から

ところ 市役所税務課窓口

内容

納税者は、本人の資産とほかの
資産の評価額などを比較できる
よう、土地・家屋価格等縦覧帳
簿を無料で縦覧することができ
ます。

納税義務者は、台帳のうち本人の
固定資産税の課税の内容（土地・家
屋の明細、評価額、税額など）を
閲覧することができます。

縦覧・閲覧

できる人

納税者とその同居の親族、また
は納税管理人。

納税義務者とその同居の親族、ま
たは納税管理人、借地借家人など。

上記以外の人は、委任状が必要です。
窓口で本人確認をお願いしています。本人確認書類をご持参ください。

平
成
27
年
度
の
評
価
額
を
据

え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
土
地
に
つ
い
て

　

鑑
定
評
価
や
地
価
公
示
価

格
な
ど
を
基
に
固
定
資
産
税

路
線
価
や
標
準
宅
地
の
価
格

を
見
直
し
た
結
果
、
圏
央
道

開
通
に
伴
い
一
部
の
地
区
の

評
価
額
が
上
昇
し
た
一
方
で
、

そ
の
ほ
か
の
地
域
は
横
ば
い
、

ま
た
は
下
落
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
街
化
調
整
区
域

内
で
転
用
許
可
を
受
け
た
農

地
の
造
成
費
お
よ
び
土
地
利

用
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
用
途

地
区
の
区
分
の
見
直
し
な
ど

を
行
っ
た
た
め
、
該
当
地
区

で
は
評
価
額
が
大
き
く
変
動

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
家
屋
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
建
築
以
外
の
す

べ
て
の
家
屋
に
つ
い
て
、
築

年
数
や
建
築
物
価
な
ど
を
基

に
評
価
額
を
見
直
し
た
結
果
、
評

価
額
は
下
落
、
ま
た
は
据
置
き
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
新
築
住
宅
の
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
建
築
の
一
般
住
宅
と

平
成
21
年
建
築
の
長
期
優
良
住
宅

は
、
新
築
住
宅
の
減
額
措
置
の
適

用
が
終
了
し
ま
す
。
該
当
し
て
い

た
人
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
税

額
が
上
が
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
減

額
措
置
の
適
用
が
な
く
な
り
、
本

来
の
税
額
に
戻
っ
た
た
め
で
す
。

問
合
せ　

税
務
課
☎（
43
）1

 
1
 1 

1
内
線
1
3
7
・
（
43
）
1

1
2
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縦 覧 と 閲 覧 に つ い て

新
た
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
が

②子育て家事サポート事業

　　お子さんの養育に支援が必要な家庭に対し、

育児や家事の援助をします。

　　詳細については、 追って、 広報紙などでお

知らせします。

③多子世帯の保育料の軽減

　　保育所を利用している多子世帯の経済的な

負担を軽減するため、 第 3 子以降の 2 歳以下

の子どもの保育料を免除（無料化）します。

※対象となる人には、 4 月中に、 市から申請 

　　書が届きます。

【対象となる期間】 4 月分の保育料から

①子どものショートステイ事業

　　保護者の疾病、 出産、 看護、 事故、 災

害などの理由により、 家庭においてお子さん

の養育が一時的に困難となった場合、 市と

契約した児童福祉施設でお子さんをお預か

りします。

※原則、 6 泊 7 日が上限となります。

【対象者】 18 歳未満の人

【利用料】  利用者の世帯の所得に応じて利

用料がかかります（上限 5,350

円／日）。

※受入れには要件があります。 また、 お子

さんの状況や施設の受入れ状況を確認し

ますので、 必ず事前にご相談ください。
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平
成
26
年
度
に
は
、
北
1
丁
目

地
内
の
幸
手
中
学
校
か
ら
幸
手
桜

高
等
学
校
周
辺
ま
で
の
地
域
で
公

共
下
水
道
の
整
備
を
行
い
、
一
部

の
地
域
で
供
用
の
開
始
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
27
年
度
に
つ
い

て
は
、
北
1
丁
目
地
内
の
幸
手
桜

高
等
学
校
周
辺
地
域
に
か
け
て
整

備
を
行
う
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
事
業
計
画
区
域
内
に

お
け
る
未
整
備
地
区
の
整
備
を
重

点
的
に
行
い
、
供
用
開
始
区
域
の

拡
大
を
図
って
い
き
ま
す
。

▼
早
期
接
続
に
ご
協
力
を

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
で
は
、
接
続
替
え
を
行
い
、
家

庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
を

直
接
公
共
下
水
道
に
流
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
、

法
律
に
よ
り
公
共
下
水
道
の
整
備

後
3
年
以
内
に
水
洗
化
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

接
続
替
え
の
工
事
を
す
る
場
合

は
、
「
幸
手
市
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
」
に
依
頼
し
て
施
工

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
」
も
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
使
用
料
の
納
入

　

公
共
下
水
道
の
利
用
に
伴
い
、

上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
算

出
さ
れ
た
下
水
道
使
用
料
が
発
生

し
ま
す
。
お
支
払
い
は
、
原
則
2

か
月
ご
と
に
上
水
道
料
金
と
一
緒

に
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇

◇

　

快
適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

下
水
道
課
☎
（
47
）
3
3

　

4
0
・

（
48
）
0
1
2
0

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
と

工
事
予
定
の
お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
と

工
事
予
定
の
お
知
ら
せ

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

④病児保育事業

　　病気などにより小学校や保育所などでの集団生活が困難で、 保護者
が仕事の都合などを理由に看護できない場合、 医療機関が運営する
専用保育室で一時的にお預かりします。
　　杉戸町にある病児保育室『とん　ことり』（運営は井上小児科皮フ科）
で実施します。
　　なお、 利用にあたっては事前の登録が必要です。 登録は子育て支援
課、 または、 直接『とん　ことり』にお問い合わせください。

病児保育室『とん　ことり』

【所在地】　杉戸町高野台西1-5-6

【電 話】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（32）5687

【対象者】　生後 6 か月

　　　　　　　　　　　　　　～小学校 3 年生

【利用料】　平日（午前 8 時～午後 6 時）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ･･･2,000 円

　　　　　　　　　　土曜日（午前 8 時～午後 0 時 30 分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ･･･1,000 円

【定休日】　日曜 ・ 祝日、 年末年始、 お盆

○市では、子ども・子育て支
援法に基づき、平成 27 年度
から平成 31 年度までの 5 年
間を計画期間として、幸手市

問合せ

①③④については
　　　子育て支援課
　　　　☎（42）8454
　　　　（42）2130
②については
　　　健康増進課
　　　　☎（42）8421
　　　　（42）2130

子ども・子
育て支援事
業計画を策
定 し ま し
た。
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